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MANICA ブランド保護対応
NFCチップ（NTAG 424 DNA）
登録手順書
アプリ「MANICA MOBILE NEXT」のインストールから、
真贋証明（ブランド保護）の登録完了・動作確認までをご案内します。

登録完了までの流れ
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「スマホ」はMANICA MOBILE NEXTアプリ、「Web」はパソコン等のブラウザで開く Web管理画面（https://next.manica.jp/

ja/login）で行います。すでにMANICA MOBILE NEXTのアカウントをお持ちの方は、手順3から始めてください。

ご用意いただくもの

本製品
MANICA ブランド保護対
応 NFCチップ（NTAG
424 DNA）

NFC対応スマートフォ
ン
iPhone（iOS 15以上）ま
たは Android（10以上）

パソコン または タブレ
ット
Web管理画面の操作に使
います（一般的なブラウ
ザで可）

メールアドレス
ユーザー登録時に、ユー
ザIDと仮パスワードが届
きます

発行：株式会社ハヤト・インフォメーション
本書の内容は 2026年9月時点のものです。画面の表示や文言は、アプリ・Web管理画面の更新により変わることがあります。



はじめに この製品でできること

本製品は、真贋証明サービス Manica Brand Protection 専用のNFCチップです。製品に貼って登録しておくと、
お客様（消費者）がスマートフォンをタグにかざすだけで、専用アプリなしでその製品が本物かどうかを確認で
きるようになります。

タグはかざすたびに新しい暗号を生成します。読み取ったデータをコピーして別のタグやQRコードに使い回し
ても、コピーとして検知されます。
登録内容には会社ごとの電子署名が付き、ブロックチェーンに記録されます。第三者が同じ登録者になりすま
すことはできません。
判定結果のページ（bp.manica.jp）には、ブランド名（会社名）・登録日時・コメントが表示されます。

登録は「アプリ」と「Web管理画面」の2か所で行います

① スマホのアプリでタグを読み取って、製品として登録する（手順5）
② パソコンのWeb管理画面で、その製品を「ブランド保護に登録」する（手順6）
①だけでは真贋証明は有効になりません。②まで済ませて登録完了です。

料金について

MANICA MOBILE NEXT は、管理アイテム50件までは無料でご利用いただけます。ブランド保護機能に追
加費用はかかりません（必要なのは本製品のタグのみです）。51件以上を管理する場合は、Web管理画面の

契約・お支払い からプランをお選びください。

手順 1 アプリを入手する スマートフォン

お使いのスマートフォンのカメラで下のQRコードを読み取り、MANICA MOBILE NEXT をインストールしま
す。ストアで 「MANICA」 と検索しても見つかります。

iPhone / iPad
App Store
iOS 15.0以降／iPadOS 15.0以降

Android
Google Play
Android 10.0以降

アプリは必ず最新版にしてください

iPhoneでの本製品（NTAG 424 DNA）の読み取りは、最新バージョンのアプリで対応しています。以前か
らインストールしている場合も、ストアでアップデートしてからお使いください。

Androidでは初回起動時に権限の確認が表示されます。許可を選んでください。NFCがオフになっている場合は、
端末の設定アプリでNFCをオンにしてください。



手順 2 ユーザー登録・本登録 スマートフォン

すでにアカウントをお持ちの方は、手順3へお進みください。

ユーザー登録（仮登録）

ログインと本登録

アプリのメニュー画面。右上の人型
アイコンからユーザー登録・ログイ

ンを行います。

メールが届かないとき

登録メールは noreply@mg.manica.jp から送信されます。迷惑メールフォルダや、ドメイン指定受信の設定
（@mg.manica.jp を許可）をご確認ください。

本登録が済むまで、Web管理画面にはログインできません

手順3以降でWeb管理画面を使うため、先にアプリで本登録を済ませてください。ご自身でユーザー登録し
たアカウントは企業管理者となり、ブランド保護の登録操作ができます。

ユーザー登録を選ぶ
アプリを起動し、画面右上の人型アイコンをタップ。メニューから

ユーザー登録 を選びます。

1

メールアドレスと希望IDを入力
メールアドレスと、希望するログインID（半角英数字・-・_が使えます）
を入力し、 次へ をタップします。

2

仮登録を実行
確認ダイアログで内容を確かめ、 仮登録実行 をタップします。

3

メールを確認
登録したメールアドレスにユーザIDと仮パスワードが届きます（通常は数
分以内）。

4

ログインする
人型アイコン → ログイン を選び、メールのユーザIDと仮パスワードを
入力します。IDは大文字・小文字を区別します。

1

本登録を完了する
初めてのログインでは本登録画面が表示されます。画面の案内に従って手
続きを完了してください。

2

パスワードを変更する
人型アイコン → パスワード変更 から、覚えやすいパスワードに変更して
おきましょう。
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手順 3 会社名（ブランド名）を設定する Web管理画面

この手順は必ず行ってください

お客様がタグをかざしたとき、判定ページには 会社名がブランド名として表示されます。ユーザー登録し
た直後の会社名は、ログインIDと同じ仮の名前になっています。このままブランド保護に登録すると、ログ
インIDがブランド名として消費者に表示されてしまいます。

初回ログイン時に表示される「MANICAをはじめましょう」の案内にある 企業設定 リンクからも開けます。後から会社名を変える
と、登録済みのタグの表示ブランド名も変わります。

手順 4 タグを製品に貼る 手作業

本製品のタグを、保護したい製品（または製品タグ・パッケージなど）に貼り付けます。本製品は暗号設定済み
のため、タグへの書き込みや設定作業は不要です。

NFCは数ミリ〜数センチの距離で読み取ります。お客様がスマホをかざしやすい位置に貼ってください。
金属面に直接貼ると読み取れないことがあります。金属製品には直接貼らず、下げ札やパッケージなどに貼る
などの工夫をしてください。
貼る位置が分かるよう、「スマホをかざして本物確認」などの案内を製品やパッケージに添えると、お客様が
迷わず確認できます。

Web管理画面にログイン
パソコンのブラウザで https://next.manica.jp/ja/login を開き、アプリと同じユーザIDとパスワードで
ログインします。

1

企業設定を開く
左側のメニューの 企業管理 グループにある 企業設定 を開きます。

2

企業名を変更
企業名を、お客様に見せたいブランド名・会社名に変更して保存します。「企業名を更新しました。」と表
示されれば完了です。
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手順 5 アプリでタグを読み取り、製品として登録する スマートフォン

「タグ登録」ボタンはありません

ログイン後のメニュー画面のままタグを読み取ると、未登録のタグなら自
動でタグ登録画面が開きます。

タグが複数ある場合は、1枚ずつ同じ操作を繰り返します（iPhoneは1枚ごとに
傾ける操作が必要です）。

タグ登録画面。タグIDは読み取っ
たタグごとに異なります。

すでに登録済みのタグを読んだ場合

そのタグの登録情報が表示されます。名前の変更はここからできます。

ログインした状態でメニュー画面を表示
画面下部に「メニューからログインしてください」と出ている場合は、ま
だログインしていません（手順2）。

1

タグを読み取る
iPhone：本体を奥へ傾ける（上端を軽くお辞儀させるように前へ倒す）
と、読み取りシート「タグを読み取ります」が表示されます。そのまま本
体上端をタグに当ててください。水平に持ったまま当てても読み取りは始
まりません。
Android：本体の背面（機種により中央付近）をタグに当てるだけで読み
取れます。
バイブまたは効果音が鳴れば読み取り成功です。

2

タグ種別で「物品」を選ぶ
タグ登録画面の タグ種別 で 物品 を選びます。

3

名前を入力して登録
製品名など分かりやすい名前を入力し、 登録 をタップします。
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手順 6 Web管理画面で「ブランド保護に登録」する Web管理画面

製品登録 ブランド保護に登録

製品名 タグID 真贋登録

レザーバッグ A-01 04A1B2C3D4E5F6

レザーバッグ A-02 04A1B2C3D4E5F7

財布 W-10 04A1B2C3D4E5F8 登録済

画面イメージ（実際の画面とは列の並びや表示項目が異なります）

ブランドプロテクションに登録

選択した製品を真贋証明システム（Manica Brand Protection）に登録します。

一度登録すると取り消せません。

登録対象: 2件　／　対象外: 0件

消費者がタグをスキャンすると、ブランド名として会社名「○○株式会社」が表示
されます。

コメント（任意・消費者に表示されます）

例: 正規品保証

キャンセル 2件を登録

画面イメージ

製品登録を開く
Web管理画面の左メニュー 店舗管理 → 製品登録 を開きます。手順5で登録した製品が一覧に表示されま
す。

1

対象の製品を選ぶ
ブランド保護に登録したい製品のチェックボックスを選びます（複数選択できます。1回に100件まで）。

2

「ブランド保護に登録」をクリック
一覧上部の ブランド保護に登録 をクリックすると、確認ダイアログが開きます。

3

内容を確認する
ダイアログに「登録対象：○件」「対象外：○件」と、消費者に表示されるブランド名（会社名）が表示さ
れます。会社名が仮の名前（ログインID）のままなら、いったん閉じて手順3を行ってください。

4

コメントを入力（任意）
コメント（任意・消費者に表示されます） に、判定ページに表示したい一言を入力できます（例：正規品

保証）。半角スペースは使えません（全角スペースは可）。

5

製品パスポートに紐付け（任意）
製品パスポート（「応用」の章）を作成済みの場合のみ、選択欄が表示されます。使わない場合はそのまま
で構いません。
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登録は取り消せません

ブランド保護への登録（ブロックチェーンへの記録）は、一度行うと取り消せません。会社名・対象製品・
コメントをよく確認してから登録してください。

「○件を送信しましたが結果を確認できませんでした。時間をおいて再度お試しください。」と表示された
とき

通信の都合で結果が確認できなかった状態です。少し時間をおいて、もう一度対象を選んで
ブランド保護に登録 を開くと、自動で状態を照合します。登録済みであれば一覧に「登録済」が付き、未

登録であれば再度登録できるようになります。

手順 7 かざして動作を確認する スマートフォン

最後に、お客様と同じ方法で確認してみましょう。MANICA MOBILE NEXTアプリは閉じて、スマートフォンの
ロックを解除した状態でタグにかざします（iPhoneは本体上端、Androidは背面）。

本物
「本物であることを確認しました」
暗号認証により正規品と確認された
状態です。

コピーを検知
「コピーされたデータの可能性があ
ります」
過去に読み取ったデータの使い回し
が検出された状態です。

確認できない
「正規のタグと確認できませんでし
た」
真正性を確認できない状態です。偽
造品の可能性があります。

ブロックチェーンの記録状態が「申請中」と表示される場合

登録直後は、ブロックチェーンへの書き込みが完了するまで「申請中」と表示されることがあります。判定
（本物かどうか）はこの間も行われます。時間の経過とともに「記録済み」に変わります。

お客様へのご案内のヒント

正規の判定ページは、常に bp.manica.jp で表示されます。製品や公式サイトで「本物確認は bp.manica.jp
で行われます」と案内しておくと、お客様が偽の判定ページにだまされにくくなります。

登録する
○件を登録 をクリックします。「○件をブランドプロテクションに登録しました。」と表示されれば完了

です。一覧の 真贋登録 列に 登録済 が表示されます。

7

判定ページが開く
通知またはブラウザで bp.manica.jp の判定ページが開きます。専用アプリは不要です。

1

結果を確認する
「本物であることを確認しました」と表示され、手順3で設定したブランド名、登録日時、コメントが表示
されれば、登録は完了です。
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応用 必要に応じて使える機能 Web管理画面（企業管理者）

判定後にブランドサイトへ誘導する

判定ページに ブランドサイトへ ↗ ボタンを表示し、確認を終えたお客様を製品紹介・取扱説明・キャンペーン
などのページへ案内できます。

製品パスポートを公開する

製品パスポートは、お客様に見せる製品情報のページです。製品名・画像・説明に加え、素材・産地・製造年な
どの項目を自由に並べて公開でき、判定ページの 製品パスポートを見る ボタンから開かれます。

製品パスポートには、先にブランド保護への登録が必要です

手順6を一度も行っていない場合は「ブランドプロテクションのアカウントがまだありません。先にタグ登
録を行ってください。」と表示されます。先に手順6を済ませてください。2回目以降は、製品パスポートを
作成済みであれば手順6のダイアログで登録と紐付けを一度に行えます。

スキャン実績を見る

製品パスポート画面の スキャン実績 で、期間ごとの読み取り回数などを確認できます。正規のタグと確認でき
ない読み取りがあった場合は、模倣品が出回っている可能性がある旨の警告が表示されます。

企業設定を開く
左メニュー 企業管理 → 企業設定 の 真贋証明ページ 欄を開きます。

1

遷移先URLを入力して登録
URLの中に {uid} と書くと、かざされたタグのIDに自動で置き換わります（タグごとに異なるページへ誘
導できます）。空欄で登録するとボタンは表示されなくなります。

2

製品を追加
左メニュー 企業管理 → 製品パスポート で 製品を追加 し、製品名・画像URL・説明を入力します。

行を追加 で自由項目を増やせます。

1

タグを紐付け
一覧の タグを紐付け から、ブランド保護に登録済みのタグを選んで保存します（一度に100件まで）。タ
グに「登録確認待ち」「登録結果不明」と表示される場合は、登録の確定前のため紐付けできないことがあ
ります。時間をおいてからお試しください。

2

公開ページを確認
公開ページを開く で、お客様に表示される内容を確認できます。
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Q&A 困ったとき

「ブランド保護に登録」の確認ダイアログで「対象外」になる

対象外の製品には、ダイアログ内に理由が表示されます。

表示 原因と対処

対象が見つかりません 選んだ製品が、ダイアログを開くまでの間に削除されています。一覧
を更新して、選び直してください。

タグIDが未設定です 製品にタグが紐付いていません。手順5でタグを読み取って登録して
ください。

タグIDがNTAG424形式（14桁hex）ではあり
ません

本製品以外のタグ（一般的なNFCシールやUHFタグなど）で登録され
た製品です。ブランド保護には本製品のタグが必要です。

登録済みです すでにブランド保護に登録されています。再登録は不要です。

選択内でタグIDが重複しています 同じタグIDの製品を複数選んでいます。どちらか一方だけを選んでく
ださい。

そのほかのよくあるご質問

症状 対処

iPhoneでタグが読み取れない アプリを最新版に更新してください。読み取りは本体を奥へ傾けて「タグを
読み取ります」が出てから、本体上端をタグに当てます。

Androidでタグが読み取れない 端末の設定でNFCがオンになっているか確認してください。NFCの読み取り
位置は機種によって異なります（多くは背面の中央付近）。

タグを読んでもタグ登録画面が開かな
い

ログインしていない可能性があります。メニュー画面の下部に「メニューか
らログインしてください」と出ていないか確認してください。貸出・返却な
どの画面では登録画面は開きません。メニュー画面で読み取ってください。

「ブランド保護に登録」ボタンが見当
たらない

企業管理者のアカウントでログインしているか確認してください。表示され
ない場合はお問い合わせください。

登録メールが届かない 迷惑メールフォルダと、@mg.manica.jp からの受信許可を確認してくださ
い。

Web管理画面にログインできない アプリで本登録（初回ログイン）が完了しているか確認してください。パス
ワードを忘れた場合は、ログイン画面の パスワードをお忘れの方 から再設
定できます。

コメントが登録できない 半角スペースは使えません（全角スペースは可）。文字数の上限にもご注意く
ださい。

判定ページのブランド名を変えたい 手順3の企業名を変更してください。登録済みのタグの表示ブランド名も変わ
ります。



一度に登録できる件数は？ 1回の「ブランド保護に登録」で100件までです。それより多い場合は、何回
かに分けて登録してください。

ご注意 ご利用上の注意

ブランド保護への登録（ブロックチェーンへの記録）は取り消せません。
判定ページには、会社名がブランド名として表示されます。登録前に必ず手順3で設定してください。
タグを強く曲げたり、はがして貼り直したりすると、破損して読み取れなくなることがあります。
商品の返品・交換は、商品到着後5日以内にNFCストアへお申し出ください。

お問い合わせ サポート窓口

株式会社ハヤト・インフォメーション

操作方法・ブランド保護機能について
Web管理画面の 企業管理 → お問い合わせ から、いつでもご相談いただけます（担当者が回答します）。
お問い合わせフォーム　https://www.hayato.info/home/contact.htm

サービスの紹介・大ロットのご相談
https://next.manica.jp/ja/brand-protection

タグの追加購入
NFCストア　https://nfcstore.jp/?pid=193061571


